


● 広報おかや 3月号 2025㉓

社協だより ◆ ゆめ

社協の情報はホームページでもご覧いただけます。www.okaya─shakyo.or.jp

全国社会福祉協議会副部長として数多くの災害ボランティアセンターの運営に
長年携わられ、現在はその経験を生かして、Office SONOZAKI を立ち上げ 
“共生”  “協働” “支え合い” をキーワードに笑顔があふれる地域づくり、関係づ
くりをめざして講演活動やアドバイザーなどで精力的に活躍中です。
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迎
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れ
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が
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。

「平時から取り組む災害への備え」～災害は他人事ではない～

Office SONOZAKI 代表　園崎 秀治 氏

第２部 講演会

自
身
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経
験
か
ら
、お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

補償の例 賠償責任の補償： 家 事 援 助 の 
ボランティア活動中に誤って家の
物を壊してしまった。

ケガの補償 清掃ボランティア活動中に転んで
ケガをして通院した・活動に向か
う途中、交通事故にあってケガを
したなど

補償期間 年度単位で切り替えとなります。
　 令 和 ７ 年 4 月 1 日 か ら 令 和 
８年 3 月 31 日までとなります。
　年度途中に加入する場合は、 
申し込みの翌日から補償開始とな
ります。

持ち物 ★印鑑と保険料
★団体での加入の場合は名簿

注意事項 ご加入は、お一人につきいずれか
一口となります。複数口加入の場
合でも補償は一口となりますので、
二口以上申し込みしていないか確
認してください。

基本プラン 天災・地震補償
プラン

ケガの
補償

死亡保険金 1,040 万円
後遺障害保険金 1,040 万円（限度額）
入院保険金日額 6,500 円
入院中の手術 65,000 円
外来の手術 32,500 円

通院保険金日額 4,000 円
地震・噴火・

津波によるケガ × ○

賠償責任
の補償

賠償責任保険金
（対人・対物共通） 5 億円（限度額）

年間保険料
※岡谷社協による補助制度も
あります。（ボランティアセ
ンターへの登録が必要です）

350 円 500 円

令和７年度の申し込み受付中です。活動開始に間に合うよう、
早めの加入をおすすめします。

問合せ：ボランティアセンター　ＴＥＬ ２４－２１２１／ＦＡＸ ２４－３５５５

ボランティアセンターからのお知らせ
★ ボランティア活動を予定している団体・個人の皆様へ！ ★

　ボランティア活動保険のお知らせ
ボランティア活動の事故によるケガや損害賠償責任を補償します。

災害ボランティア
に参加される方
も申込みを!!
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社協だより ◆ ゆめ

「社協だよりゆめ」は共同募金の配分金で印刷されています ㉔

　岡谷市障害者福祉推進実行委員会は、岡谷市における障がい者の「完全参加と平等」の実現を目指して各
種事業をおこなっています。令和６年度に実施した障がい者の社会参加を図るための事業をご紹介します。

令和 6 年度　岡谷市障害者福祉推進実行委員会だより

９月28日（土） 塩 尻
の土田園において、ぶ
どう狩りを楽しみまし
た。交流会では、合唱
やビンゴを楽しみまし
た。

 ぶどう狩り【ふれあいの集い】

12月16日（月）から12月27日（金）諏訪湖
ハイツロビーにてボッチャコーナーを設営しま
した。市民の皆様に自由に楽しんでいただ
きました。ボッチャとボッチャコートの備品
貸出を行っております。お気軽に岡谷市社
会福祉協議会までお問い合わせください。

 ボッチャ体験コーナーの設置【障がい者スポーツの啓発】

１月24日（金）カノラホール小ホールにおいて、失語症 
友の会「ぐるっと一座」を取材したドキュメンタリー映
画「言葉のきずな」の上映と「長野失語症友の会」の
土屋澪子氏と宮島廣子氏にお話をいただきました。
100名の方にご参加いただきました。

失語症について�  
～上映会「言葉のきずな」～
【障がいについて理解する�
� ための学習会】

障がい者・児が、その能力適性に応じ、 
自立した日常生活を営むことができるよ
うに生活訓練・芸術文化講座・スポー
ツ教室・スポーツ大会開催事業を実施
しています。
 ７月10日（水）ハンデサポート　文化のつどい
 ９月14日（土）岡谷市福祉大運動会　小井川小学校
 10月2日 （水）環境美化ボランティア活動　諏訪湖ハイツ周辺
 12月7日 （土）障がい者ボウリング大会　スポルト岡谷
  ２月7日 （金）3B体操　諏訪湖ハイツ

岡谷市障害者地域生活支援事業（岡谷市委託事業）

成年後見支援センター職員が市役所で相談に応じます。

場　所：市役所２階　２０３会議室　　　　　料　金：無料

申込み：�原則として予約制です。窓口、または電話でお申し込みください。

問合せ▶岡谷市社会福祉協議会　☎ ２４‐２１２１

　　　　市社会福祉課（内線１２５２）　　市介護福祉課（内線１２８２）

成年後見支援センターの特設相談日ですお 知 ら せ

3 月19 日 
（水）は、

　手話奉仕員養成講座は手話
で伝えあう楽しさを知り、地
域のろう者と手話で日常会話
ができるようになることを目
標とする講座です。この講座
は諏訪地域 6 市町村の委託
を受けた岡谷市社会福祉協議
会が実施します。

■ 定　　員　20名　（応募者多数の場合は選考となります）
■ 日　　時　�4 月 7日から 3月 23日まで（祝日を除く毎週月曜日）�

全 41回　夜 7時から 9時
■ 会　　場　おかや総合福祉センター（諏訪湖ハイツ）202研修室
■ 対 象 者　原則として、次の 3つの要件を満たす方

①諏訪地域 6市町村に在住・在勤・在学の方
②手話の学習経験のない方
③全日程（41回）出席できる見込みの方

■ 受 講 料　４，２９０円（テキスト代）
※他に動画視聴料１，７６０円と通信費が必要です。
※手話学習動画視聴のためにインターネットの利用環境が必要です。
　（自宅での予習・復習に使用します。）

■ 申込み受付期間　3月 3日 （月） 〜 3 月 19日 （水）
■ 申 込 み　岡谷市社会福祉協議会ホームページ https://www.okaya-shakyo.or.jp/
　　　　　または岡谷市社会福祉協議会  ☎ ２４－２１２１ まで

諏訪 6 市町村広域
手話奉仕員養成講座 受講生

募集!!

3B体操の様子


